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学習 ➡ 学習成果の活用 ➡ 新たな学習活動 ➡ 学習活動
学習成果の活用
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（３） 例えば、OECD は高等教育における学習成果の評価の実施を検討しているが、それは Assessment of
Higher Education Learning Outcomes といわれており、「学習成果」の英訳は learning outcomes である。
（中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」平成２０年１２月、９頁、参考資料３などを参照。）
（４） 平成２０年１２月の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」では、大学改革の国際的な動向とし
て「何ができるようになるか」に力点が置かれていることを指摘している。
（５） 政策評価や事業評価等の評価では、学習成果を活用した結果や成果をアウトカム（outcomes）として測
定しようとしている。本文で指摘したようにアウトプットとアウトカムの区別の曖昧さのみならず、アウト
カムという語の使われ方も広範囲で曖昧なところがある。
（６） 浅井経子編著『生涯学習概論』理想社、平成１０年、１５頁など。
（受理日：２００９年３月１０日）
学習成果の活用とその支援
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